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　火災で炎に包まれる森から逃げ出す動物たち。そんな中、ハチドリの「クリキンディ」は何度も炎の中へ向かい、くちばしで
水を1滴ずつ落としていきます。「そんなことをして何になるんだ」と笑う動物たちに、クリキンディは答えます。「私は私にで
きることをしているだけ」――。
　1月31日、2月1日に東京都内で開かれた第11回全国ユース環境活動発表大会の全国大会。出場した鹿児島市立鹿児島玉龍高
校の「Sea Flowers」が進めるマイクロプラスチックによる環境汚染を減らす活動「クリキンディ・プロジェクト」は、南米に
伝わるこの物語が名前の由来になったそうです。大会では「自分にできることをする人が増えれば、社会は変わっていく」と力
強く訴えました。
　全国の高校生が始めた活動は、それぞれ地方で根を張り、次の世代や地域住民へと広がりを見せつつあります。
　環境再生保全機構理事長賞に輝いた宮城県農業高校は、東日本大震災後に始めた桜を守る活動を現在も続けています。「桜プ
ロジェクトチーム」は「14年間受け継がれてきた先輩たちの思いを後輩たちにも引き継ぐ」と思いを語りました。SDGs活動特
別賞の愛知県立新城有教館高校作手校舎の「作手校舎農業クラブ生物保全プロジェクト班」は、2030年の作手校舎の閉校を前
に、生物保全活動の担い手を地域に移していく取り組みを始めました。
　大会の講評で、審査委員長の二ノ宮リムさち・立教大教授は「ホールコミュニティー（ソサエティー）アプローチ」を重要な
キーワードの一つとして紹介し、「持続可能な社会の実現のため、学校での取り組みを地域全体、社会全体に広げていってほしい」
と呼びかけました。大会では、ステージでの発表に目を輝かせ、大きな拍手を送る高校生たちの姿が強く印象に残りました。同
じ志を持つ仲間たちの活動が刺激となり、小さな「1滴」が世界を動かす大河に変わっていくことを願っています。
� （読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局　記者　宮下裕二）

大会後援 読売新聞社 記者寄稿

皆さまのご協力により、第11回全国ユース環境活動発表大会の全日程を無事に終えることができました。ご応募い
ただいた高校・団体の皆さまに心から御礼申し上げます。今回の大会で新たな友人を得た方も多いと思います。志を
同じくする仲間として、ぜひ連携・協力しながら活動を続けていただければと思います。我々は今後も環境保全活動
を実践するユース世代を応援していきます！

事務局より
（編集後記）

大会協賛企業　応援メッセージ

小さな一歩 大きな未来へ
一つ一つは小さなことでも、一歩ずつ取り組めば大きな未来へとつながります。
自ら行動を起こすのが難しい人も多い中、皆さんの前向きな姿勢と行動力は、未来を動かす一歩となり、
周囲にも前向きな変化をもたらしています。
私たちも皆さんが参加しやすい環境イベントを企画し、取り組みを全力で応援していきます。

あなたの一歩 未来をつなぐ
皆さんの自然や文化を守るチャレンジは、単なる環境の側面のみならず、経済、社会、健康といった大き
なテーマと密接につながっています。
小さな行動が連鎖を生み、地域から世界へ。仲間と学び、課題を見つけ、つながりを広げることが明るい
未来をつくります。
皆さんの活動のさらなる発展を期待しています。

キリンホールディングス株式会社

協栄産業株式会社

SGホールディング株式会社

発想と熱い思い 大きな力
地域や社会が抱える問題に対し、日々仲間と意見を交わし、取り組む姿勢に感銘を受けました。皆さんの
新しい発想と熱い思いが、これからの未来にとって大きな力となっていきます。これからも全国の仲間と
の絆を深め、切磋琢磨して目標に向かって頑張ってください。応援しています。

前向きな挑戦 未来動かす
皆さんの一つ一つの行動が未来を大きく変えていきます。
全国ユース環境活動発表大会は、ユース世代の皆さんが環境に関する課題解決に向けて創意工夫を凝らし、
地域のコミュニティーと協力しながら取り組む素晴らしい活動の発表の場です。
私たちは、将来を担う皆さんの活動をこれからも応援し、サポートしていきます。

私たちはユースの環境活動を応援しています！


